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成果報告会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む
昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む ✓

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む
昨年度までの‟環境整備“と‟⽀援チーム派遣（事業化⽀援）”を受けて引き続き事業化に取組む
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活動地域 ︓⼭形県鶴岡市
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活動におけるテーマ・キャッチコピー
三瀬（さんぜ）イズム〜住むを楽しむコミュニテ〜

活動におけるテーマ・キャッチコピー
三瀬（さんぜ）イズム〜住むを楽しむコミュニティ〜







地域のありたい未来の実現のために今年度取り組んだこと
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森林資源活⽤

⾃然体験

まずは⾃然エネルギーを切り⼝に地域間交流を。
持続可能な地域になるため課題解決する協議会を設⽴。

□前年度ワークショップを実施したが共通課題の設定が困難
□都市部の企業「㈱ジャパンリニュアブルエナジー」が、
三瀬を含む4地区にまたがる⼭、⼋森⼭に⾵⼒発電事業を実施。
□JREと4地区で⾵⼒発電と森林資源の活⽤を共通のテーマで
協議会を設⽴。共通課題を設定しやすい。
□4地域＋JREとの協議を重ね、協議会を年度内⽴ち上げ予定。

協議会というよりは課題解決のための会社組織？？
次年度さらに内容を詰め、担い⼿確保→起業を！！

□新会社の企業に向け、関係各所と調整。
□資⾦融資や創業⽀援のため鶴岡信⽤⾦庫様と連携。
□地域版DMO「DEGAMツーリズムビューロー」と連携し企
画したツ アーを販売。地元交通機関・旅⾏会社、庄交トラ
ベルとも連携。
□ツアー内容ブラッシュアップのため、モニターツアーを実
施。
マスコミにも参加してもらい、発信を強化。



取り組みを通じた地域プラットフォームの変化
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都市部⾵⼒発電事業との連携強化
□⾵⼒発電と密接な関係がある林地の開発について共通の
課題として協議会を設⽴。事業者にも参加してもらい、持
続可能な⾃然エネルギーの活⽤と地域づくりを協働してい
く。
□⾃然体験事業においても、⾵⼒発電や森林整備に関連し
たESDプログラムを開発することで提供できる体験を強化
する。
⾦融機関との連携強化
□⾃然体験事業の事業化に向け、会社の形態や創業計画の
確認など助⾔をいただいている。必要に応じて融資も検討
してもらう。
□今後事業化を⽬指す再⽣可能エネルギーについても引き
続き情報共有し、事業化への協働を⾏う。
観光DMO、旅⾏会社との連携強化
□⾃然体験事業のプログラム開発や、各学校ごとにカスタ
マイズしたプランを協働で販売。今後の体験の担い⼿のプ
ラットフォーム化や個⼈旅⾏対応の窓⼝としても協働でき
る。
□プランを販売する際の移動⼿段（⼤型バス）等の⼿配も
地元交通機関・旅⾏会社と連携し⼿配が可能に。



取組におけるボトルネックや新たに⾒えてきた課題

5

森林資源活⽤

⾃然体験

□協議会の設⽴と運営。勉強会等の開催。
□協議会コアメンバー（4地域）の課題意識統⼀
□⾵⼒発電事業者との持続可能な関わり⽅
□事業化へのアプローチ⽅法
□事業化した場合の利⽤（出⼝）の確保
□地域産材加⼯のハード整備

□ESDプログラムなど新規プログラム開発。
□学校現場に合ったプログラム開発、カスタマイズ
□開発した内容や、学校に合わせる形でのコーディネート等、
わかりにくい部分のPR⽅法
□地域内、県内での教育旅⾏の営業活動
□運営会社の運転資⾦確保
□個⼈旅⾏への対応




